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特集

 使って便利 !!
デマンド交通

年
々
増
え
る

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
免
許
返
納

　
近
年
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の

踏
み
間
違
い
な
ど
、
運
転
能
力
や
注

意
力
の
低
下
な
ど
を
原
因
と
す
る
高

齢
者
が
絡
む
交
通
事
故
が
全
国
的
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
運
転
免
許

証
を
自
主
的
に
返
納
す
る
65
歳
以
上

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え
て
い
ま
す
。

町
内
の
65
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

お
い
て
も
、
下
図
に
示
す
と
お
り
、

そ
の
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

免
許
返
納
後
の
移
動
手
段
は
？

　
山
梨
県
で
は
、
多
く
の
方
が
車
を

主
な
移
動
手
段
と
し
て
い
ま
す
。
町

内
で
も
公
共
施
設
や
病
院
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
へ
出
か
け
る
と
き
は
多
く

の
方
が
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
免
許
を
返
納
す
る

こ
と
で
移
動
手
段
を
失
う
こ
と
に
な

り
、
生
活
に
支
障
が
出
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
う
し
た
移
動
手
段
が

限
ら
れ
た
方
た
ち
を
支
援
す
る
た

め
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
運
行
し
て
い

ま
す
。

特集

 使って便利 !!
デマンド交通

デマンド交通とは？
　デマンド交通には、「定時定路線運行」
と「区域運行」があります。

【定時定路線運行】

　時刻表に定められた時刻で停留所から
乗車する乗合バスです。市街地から小室・
平林・十谷方面への3路線運行していま
す。

【区域運行】

　事前に電話予約することでバスが迎え
に来て、希望する目的地まで行くことが
できます。時間帯や目的地によっては、
ほかの人と乗り合いとなります。利用す
るには、事前に利用登録が必要です。

H29H28H27H26H25

50 人47 人

26 人
21 人

10 人

（鰍沢警察署調）

　町では、運転免許証をお持ちでない方や免許を返納してしまっ
た高齢者など、移動手段が限られた方たちを中心とする町民の皆
さんの移動手段の一つとしてデマンド交通を運行しています。
　今回は、大変便利なデマンド交通についてご紹介します。

町内の 65歳以上ドライバーの
免許返納状況
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【定時定路線運行】

【区域運行】

利用できる人 どなたでも利用できます。

運 行 日 月曜日から金曜日（祝日、年末年始は除く）

利 用 料 金

大人（高校生以上）　200円
中学生以下　無料
※�障害者手帳・町老人クラブ連合会の会員証・65歳以上の町民の方で役場政策秘書課で
発行するデマンド交通乗車証明書をお持ちの方は、無料となります。

利 用 方 法 事前の利用登録や予約は不要です。

利用できる人 ・富士川町民で利用者登録をされた方
・ご自身でバスの乗降ができる方

運 行 日 月曜日から金曜日（祝日、年末年始は除く）

利 用 料 金

大人（高校生以上）　300円
中学生以下　無料
※�障害者手帳・町老人クラブ連合会の会員証・65歳以上の町民の方で役場政策秘書課で
発行するデマンド交通乗車証明書をお持ちの方は、100円となります。

利用者登録 役場政策秘書課または鰍沢サービスセンター窓口で「利用登録票」を記入し、提出しま
す。

利 用 方 法
〔予約受付〕	 予約専用ダイヤル　　☎22－5

コ
6
ロ
5
コ
6
ロ

〔受付時間〕	 平日　午前8時15分〜午後4時
	 ※利用日の2日前から利用する便の30分前まで予約することができます。

どなたでも
利用できます

予約時に次の4点を伝えてください。
●利用する方のお名前
●迎えに行く場所と目的地
●利用したい日にちと時間帯
●自宅の電話番号

車を降りるときに料金を
支払います。
帰りの便を同時に
予約することもで
きます。

③乗り合いで順番に移動

ほかの予約がある場合は、
乗り合いとなります。

②自宅（増穂地区）または
　停留所（鰍沢地区）へお迎え

①予約の電話をする

④目的地に到着

まずは利用者登録を
お願いします

デマンド交通
受付センターです。
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●
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
企
画
推
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

　
町
内
に
は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ス
が
運
行
し

て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
利
用
す
る
時
間
や
行

き
先
な
ど
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
時
刻
表
な
ど
詳
し
い
利
用
方
法
は
、
政
策
秘
書
課
企
画
推
進
担
当
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
内
を
走
る
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ス

デ
マ
ン
ド
交
通
利
用
者
に

聞
き
ま
し
た
！

　
町
で
は
、デ
マ
ン
ド
交
通
で
利
用
登
録
を
し
て
い
る
1
，8
8
3
人
の
う

ち
、
5
3
6
人
の
方
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

登録者の年齢

利用登録者の年齢構成を見る
と、50歳以上が全体の80％
以上を占めています。

保坂正已さん
（82歳・平林）

長田文子さん
（70歳・五開）

コミュニティバス

ホリデーバス身延町営バス

平日に鰍沢口駅〜増穂商業高校
〜市川大門駅を往復運行

鰍沢口駅を起点として、土日祝
日に 3路線（小室・平林・十谷
方面）を 1日 3往復

富士川町内〜身延町を
1日 4往復

デマンド交通を利用した方
の90％以上の方が「非常
に便利」・「便利」と回答さ
れています。

利用目的は？

利用目的では、そのほとんどが「買物」
または「通院」となっており、自分で車
を運転しない高齢者にとっては、デマン
ド交通が生活の足として利用されている
ことがわかります。

利用した感想は？

70歳以上
60％

50～69歳
22％

30～49歳
6％

70歳以上
60％

50～69歳
22％

30～49歳
6％

29歳以下
12％

非常に便利
41％

便利
52％

非常に便利
41％

便利
52％

非常に不便  1％ その他  2％

不便
4％

買物
26％

通院
50％

会合　3％

金融機関
7％

公共施設
7％

買物
26％

通院
50％

会合　3％

知人宅
訪問  3％

金融機関
7％

公共施設
7％

その他  4％

車の運転が心配にな
り、使うようになり
ました。免許を返納
してもデマンド交通
があれば不便を感じ
ませんね。

買い物や病院へ行く
のにほぼ毎日使って
います。料金も安い
ですし、とても便利
です。
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富 士 川 町 長 選 挙
富士川町議会議員一般選挙
投票日は4月15日（日）です

　4月15日（日）は、富士川町長選挙および富士川町議会議員一般選挙の投票日です。町の代表者を選ぶ大切な選
挙に、あなたの一票を投じましょう。まちづくりは、あなたの一票から始まります。

■立候補届出日（告示日）
　日時　4月10日（火）
　　　　午前8時30分〜午後5時
　場所　役場1階会議室

■投票
　日時　4月15日（日）
　　　　午前7時〜午後8時

■投票できる人
　住所要件　�平成30年1月9日以前に本町の住民基本

台帳に記録され、引き続き本町に住所を有
している方

　年齢要件　平成12年4月16日以前に出生した方

■期日前投票
　期間　4月11日（水）〜14日（土）
　時間　午前8時30分〜午後8時
　場所　・役場南別館（本庁舎南側）
　　　　・役場分庁舎（旧鰍沢町役場）

■不在者投票
　選挙期間中に旅行や出張などで遠隔地に滞在してお
り、期日前投票ができない方や病院、老人ホームなどの
施設に入院・入所している方は、滞在先の選挙管理委員
会または入院・入所をしている施設で不在者投票をする
ことができます。
　詳しくは、町選挙管理委員会までお問い合わせくださ
い。

●お問い合わせ
　町選挙管理委員会事務局　☎22－7201

■投票所
　�　町内には投票所が18か所あります。投票入場券に
記載されている投票所をよく確かめてから投票に出か
けましょう。
　 投票区 投　票　所

第 1投票区 最勝寺地区会館
第 2投票区 天神中條地区公民館
第 3投票区 𣇃米地区公民館
第 4投票区 長澤地区公民館
第 5投票区 町立第 2保育所
第 6投票区 青柳町地区公民館
第 7投票区 町立第 3保育所
第 8投票区 平林地区公民館
第 9投票区 ゆずの里ふれあいセンター
第 10投票区 ふれあいプラザ
第 11投票区 鰍沢中学校屋内運動場
第 12投票区 本町南公民館
第 13投票区 高齢者ふれあいセンター
第 14投票区 旧五開小学校
第 15投票区 十谷生活改善センター
第 16投票区 箱原集会所
第 17投票区 鹿島集会所
第 18投票区 駅前 2丁目集会所

　※�今回の選挙から上髙下・下髙下地区の皆さんの投票
所は、ゆずの里ふれあいセンター（第9投票区）と
なりますので、ご注意ください。

○選挙公報の配布について
　今回の選挙では、選挙公報を発行します。選挙期
日の2日前までに新聞折込で配布されます。新聞未
購読の方は、次の公共施設で入手できますので、ご
利用ください。
　・役場本庁舎および東別館
　・教育文化会館（鰍沢サービスセンター）
　・まほらの湯
　・かじかの湯

○開票速報について
　開票速報の情報を投票日の午後9時から随時、富
士川CATVおよび町ホームページにおいて発信す
る予定です。
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　今月号では、富士川町、南アルプス市、中央市 1町 2市
で構成している「リニア中央新幹線甲府駅西部沿線地域活
性化対策協議会」が、2月 9日（金）と 15 日（木）に、県
と JR東海に対して行った要望活動の主な内容について、
お知らせします。

【次回は、「住民意向調査の結果について」を掲載します。】

◇リニア中央新幹線甲府駅西部沿線地域活性化対策協議会とは
　平成23年6月に、リニアの概略ルートが発表されたことから、リニア甲府駅（当時仮称）の西部に位置する1
町2市の構成により、平成24年2月8日に設立しました。
　当初、協議会の活動は、駅へのアクセス網の整備など、市町で連携しながら充実させていくことを目的として、
地域の活性化や環境整備に向けて取り組むことを方針としてきました。
　こうした経過の中、近年では、リニア事業が進捗しており、それぞれの地域でさまざまな課題が発生してきてい
ることから、その対策の一つとして、県や事業主体であるJR東海に対し、要望していく活動を行っています。

●お問い合わせ
　財務課　リニア対策室　☎22－7201

◎土地利用について
　リニア建設に伴う個人の住宅や事業所の移転に関
し、農業振興地域の除外手続きなどにおいて、県の
スムーズな対応と理解が得られるよう、県関係部局
における対応の見直し、情報共有、連携強化を図る
こと。

◎騒音環境基準の類型指定について
　リニアに係る騒音環境基準の類型指定をする際
は、沿線市町で策定するまちづくりなどの計画に基
づく土地利用状況を考慮し、引き続き市町と協議を
行うこと。

◎支援制度の拡大について
　リニア建設に起因する沿線自治体の財政負担に対
する新たな交付金の創設や市町村振興資金の柔軟な
制度運用を図ること。

◎高架橋による影響について
　高架橋による影響（日照問題、騒音、振動、景観、
地下水）について、より細かくシミュレーションを
し、示すこと。

◎残地の補償について
　用地買収により残地の形状が不整形な土地とな
り、土地利用の用途が失われる土地についても補償
し、買収すること。
　また、リニアが通ることにより従前の住環境が著
しく損なわれる中、土地利用の用途が損なわれる土
地についても同様に補償し、買収すること。

◎騒音に係る対策について
　防音防災フード区間および防音壁区間の決定にあ
たっては、市町と協議を行い、説明会などを開催す
るなど、地元住民に十分な理解を得ること。

◎沿線住民について
　リニアに関連する事業について、沿線住民の疑問
や心配事が払しょくできるよう進捗に合わせたきめ
細かな地元説明を行うこと。
　また、リニア中央新幹線を理解してもらうために、
沿線住民を対象としたリニア体験乗車会を継続的に
実施すること。

▲後藤知事へ要望書を渡す

《その6》

シリーズ

《県への要望内容》 《 JR東海への要望内容》
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功

労

表

彰

【
地
方
自
治
】

杉
田
洋
一
（
前
区
長
会
長・大
久
保
）

【
教
育
振
興
】

深
澤
健
夫
（
前
教
育
委
員・青
柳
町
）

【
保
健
衛
生
】

入
倉
武
津
子
（
前
愛
育
会
長
・
鰍
沢

中
）

小
野
正
貴
（
前
郡
医
師
会
長
・
青
柳

町
）

【
地
方
自
治
】

増
原
俊
郎
（
元
町
職
員
・
鰍
沢
中
）

堀
口
進
（
元
町
職
員
・
五
開
）

永
安
健
亮
（
元
町
職
員
・
𣇃
米
）

善

行

表

彰

【
公
民
館
だ
よ
り
永
続
発
行
】

長
澤
公
民
館
だ
よ
り
編
集
委
員
会

【
高
額
寄
付
】

大
西
章
子
（
東
京
都
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
秘
書
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

平
成
30
年
度
　
町
政
功
労
者
表
彰

　
富
士
川
町
制
施
行
8
周
年
と
な
る
3
月
8
日
（
木
）、
役
場
会
議
室
に
お
い

て
、
町
政
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、功
労
表
彰
7
名
、善
行
表
彰
1
団
体
と
1
名
の
方
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
、
順
不
同
、（　
　
）
内
は
旧
職
名
・
地
区
名
）

スマホ用アプリ「マチイロ」で

「広報ふじかわ」をスマホへ自動配信！
　町では、「広報ふじかわ」と「議会だより」をより多くの皆さんに提供でき
るよう、スマートフォン用アプリ「マチイロ」による配信を始めました。
　このアプリをダウンロードして登録すると毎月25日の広報発行日にお知
らせが届き、いつでもどこでも「広報ふじかわ」・「議会だより」を読むこと
ができます。
　「マチイロ」は、無料のアプリです。ぜひお気軽にご利用ください。

「マチイロ」の主な機能

・町ホームページに接続しなくても、広報誌を見ることができます。
・最新号が発行されると、アプリにお知らせが届きます。
・�気になる記事を切り抜いて、保存できるので、メールに添付したリ、
SNSサービスに投稿したりできます。
・ページめくりや拡大・縮小が簡単です。
・他の自治体が発行する広報誌の配信も受けられます。

対応端末
iPhone、iPad、Android 搭載端末
利用料
無料（通信料は利用者負担）
利用方法
「App Store」または「Google Play」で、「マチイ
ロ」を検索するか、右記のQRコードを読み取り、
ダウンロードしてください。インストール後に簡単
な個人設定を行い、利用開始できます。

●お問い合わせ
　政策秘書課　広聴広報担当　☎22－7216

▲�表彰を受ける深澤
健夫氏
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納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
税
金
は
、
納
期
限
ま
で
に
自
主
的

に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

納
期
限
を
守
ら
ず
滞
納
と
な
る

と
、
期
限
を
守
っ
て
い
る
方
と
の
公

平
性
が
保
た
れ
な
く
な
る
う
え
に
、

町
の
財
政
を
圧
迫
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
滞
納
者
へ
の
対
応
に
多
く

の
経
費
と
時
間
を
要
し
、
更
に
貴
重

な
税
金
が
費
や
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
納
め
忘
れ
の
税
金
が
な
い
か
不
安

な
方
は
、
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

滞
納
処
分
の
対
象
に

　
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け

な
い
場
合
は
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら

「
滞
納
」と
な
り
、延
滞
金
が
計
算
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
町
で
は
、督
促
状
を
発
送
し
、

早
期
の
納
付
を
促
し
ま
す
。
そ
れ
で

も
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、

滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
勤
務
先
、
取
引
先
な
ど
へ

調
査
を
実
施
し
、
年
金
・
給
与
・
生

命
保
険
・
不
動
産
な
ど
の
財
産
を
差

し
押
さ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
事

前
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
）

　
さ
ら
に
、
自
宅
な
ど
へ
捜
索
に
入

り
、
家
財
な
ど
を
差
し
押
さ
え
公
売

し
ま
す
。

※
給
与
の
差
押
え
の
場
合
は
「
勤
務

先
」
に
、
売
掛
金
の
差
押
え
の
場
合

は
、「
取
引
先
」に
そ
の
旨
を
通
知
し

ま
す
。

滞
納
に
気
が
付
い
た
ら

　
督
促
状
や
催
告
書
な
ど
で
滞
納
に

気
が
付
い
た
ら
、
速
や
か
に
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
納
付
が
困
難
な
事
情
が
あ

る
方
は
、
す
ぐ
に
税
務
課
に
電
話
連

絡
の
う
え
、
納
税
相
談
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
お
申
し
込
み
は
、
町
内
金
融
機
関

ま
た
は
税
務
課
窓
口
設
置
の
申
込
書

に
よ
り
、
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
窓

口
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

☆
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

　
速
や
か
に
税
務
課
窓
口
で
現
金
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。（
口
座
振
替
不

能
通
知
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
）

　
督
促
状
が
送
ら
れ
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
、
督
促
状
の
納
付
書
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

「
滞
納
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
し
て

　
町
で
は
、
県
総
合
県
税
事
務
所
や

県
内
市
町
村
と
連
携
し
て
、
滞
納
整

理
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
「
峡
南
5
町
捜
索
協
定
」
の
締
結

や
「
口
座
振
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

ほ
か
、
年
間
1
8
0
件
以
上
の
差
押

え
を
行
い
自
宅
へ
の
捜
索
、
公
売
な

ど
も
例
年
以
上
に
実
施
し
ま
し
た
。

（
滞
納
処
分
等
の
件
数
に
つ
い
て
は
、

広
報
P
23
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
滞
納
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
今
後
も
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
徴
収
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
5

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税

税
金
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
税
金
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
使
わ
れ
、
私
た
ち
の
毎
日
の
暮
ら
し
を
支
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
税
金
の
納
期
限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
現
在
一
部
の
方
が
滞
納
し
、
町
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
納
期
限
内
に
納
め
た
方
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
も
滞
納
整

理
を
強
化
し
、「
滞
納
処
分
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平成30年度町税・国民健康保険税の納期限
納期月

税目
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

町 県 民 税 7月2日 8月31日 10月31日 1月31日

固定資産税 5月31日 7月31日 12月25日 2月28日

軽自動車税 5月31日

国民健康保険税 7月31日 8月31日 10月1日 10月31日 11月30日 12月25日 1月31日 2月28日 4月1日

▲差押え動産公売会の様子
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固定資産課税台帳の縦覧制度について

◆土地
　〈現況および利用状況（地目）に変更があった場合〉
　利用状況に基づいて地目を認定します。地目によって計算方法が異なりますので、利用状況を変えると税額が変
わる場合があります。

山林▶雑種地（駐車場）▶

◆家屋
　〈家屋を増築・取り壊した場合〉
　家屋を増築した場合はご連絡ください。また、家屋を取り壊した場合は、必ず取り壊した年の年末までに「家屋
滅失届出書」を提出してください。

　なお、固定資産の評価・課税を適正に行うため、実地調査に伺う場合があります。ご迷惑をおかけしますが、ご
理解とご協力をお願いします。

　固定資産税は、毎年1月1日現在で土地、家屋および償却資産を課税台帳に登録し、これらをもとに課税します。
この算出基礎となる固定資産課税台帳の縦覧を行います。
　この縦覧制度は、固定資産課税台帳に登録されている土地・家屋の評価額を比較できる制度です。
　縦覧後、価格などについて不服がある場合には、固定資産評価審査委員会へ申請することができます。

◇縦覧期間	 4月2日（月）〜5月31日（木）　※土日祝日を除く
◇時　　間	 午前8時30分〜午後5時15分
◇場　　所	 税務課（本庁舎1階）
◇手 数 料	 無料
◇持 ち 物	 印鑑（代理の方は、委任状と来庁される方の印鑑が必要です）

●お問い合わせ
　税務課　資産税担当　☎22−7205

固定資産課税台帳の縦覧制度について

◀宅地 ◀田 ◀畑

土地・家屋の利用状況が変わったときは
届け出をお願いします

（9）平成 30. 4 月号　No.97



●学生のために、国民年金保険料の納付が猶予される制度です
　所得が少なく国民年金保険料を納めることが困難な学生の方が、国民年金保険料の納付を後払いできる制度です。
保険料を納められないときはそのままにせず、学生納付特例を申請しましょう。

●対象になる方
　大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校、各種学校（※1）に在学する学生で、本人の所得が
基準額（※2）以下の方
　※1　学校教育法で規定されている修業年限が1年以上の課程
　※2　118万円　＋　扶養親族等の数　×　38万円　＋　社会保険料控除など

●申請方法
　役場または年金事務所に設置されている申請書に必要事項を記入のうえ、学生証のコピーまたは在学証明書（原
本）を添付して、町民生活課窓口へご提出ください。

●承認期間
　4月〜翌年3月までの1年間
　※毎年度、申請が必要です。

●保険料の納付（追納）
　承認を受けていた期間の保険料は、将来受け取る年金の受給資
格期間には算入されますが、年金受給額には反映されません。収
入が得られるようになりましたら、納付（追納）の申し込みをし
て、10年以内にその期間の保険料を納めてください。

●お問い合わせ
　町民生活課　保険年金担当　☎22−7209
　竜王年金事務所　☎055−278−1104

国民年金に加入の学生の皆さん

学生納付特例制度を
ご存知ですか？

どんな制度？

●申請受付
　承認を受ける年度の4月1日から翌年度の4月末日まで申請す
ることができます。
　※�申請が遅れると申請日前に生じた不慮の事故や病気による障
害について、障害基礎年金を受け取ることができない可能性
があります。

20歳になったら国民年金！

平成 30. 4 月号　No.97（10）



〶

3/29
（木）▶

4/8
（日）

大法師
さくら祭り

3/29
（木）▶

4/8
（日）

午前8時 30分〜午後9時
期間中（午後6時〜10時）

桜をライトアップします。

車両規制および駐車場のご案内

・祭り期間中は、道路が一方通行になります。
・�祭り期間中の土日は臨時駐車場（第 7、第 8）
を開設します。

駐車整理料	 普通車	 500円
	 二輪車	 100円
	 マイクロバス	 1,500円

月　日 曜日 催　　し　　物 時　　間 場　　所 出　　演 備　考

3月31日 土

よさこいソーラン 10：00−10：45 大法師公園内
特設ステージ よさこい鰍沢連 雨天中止

合唱 11：00−11：45 〃 ますほジュニアクワイア 〃
FUJI SAKURA塾ライブ 12：00−12：45 〃 FUJI SAKURA塾 〃
かがみもち 13：00−13：45 〃 丸一仙三・仙花 〃

4月1日 日

鰍沢ばやし 10：00−10：45 〃 鰍沢ばやし保存会 〃

津軽三味線パフォーマー 11：00−11：45
14：00−14：45 〃 浅野　祥 〃

フロッグ大会 13：00−16：00 大法師公園内
特設テント フロッグ協会 晴雨にかかわらず

実施

リズム体操 13：30−13：45 大法師公園内
特設ステージ かじまるスポーツクラブ 雨天中止

4月2日 月 音楽ユニット 14：00−14：45 〃 コトノハ 雨天中止

4月4日 水
歌会 10：00−16：00 富士見町公民館 鰍沢あざみ短歌会 晴雨にかかわらず

実施

フラダンス 14：15−15：00 大法師公園内
特設ステージ ベッスィーフラスタジオ 雨天中止

4月6日 金
GOLF引田マジック
歌謡ショー

11：00−12：00
13：00−14：00 〃 中澤プロ企画 雨天中止

カラオケ大会 10：30−11：00
12：00−13：00 〃 　　〃 〃

4月7日 土

ぴっかり高木といしいそうたろう
お笑いショーおよび祭りガイド   9：00−18：00 〃 ぴっかり高木といしいそうたろう 晴雨にかかわらず

実施
まほらの郷　鷹座巣小林八幡太鼓 10：00−10：45 〃 まほらの郷鷹座巣小林八幡太鼓 雨天中止
桜に舞う舞踊部 11：00−11：45 〃 町文化協会舞踊部 〃
本菱完成披露会 13：00−13：45 〃 むすび株式会社 〃

4月8日 日

ぴっかり高木といしいそうたろう
お笑いショー及び祭りガイド   9：00−18：00 〃 ぴっかり高木といしいそうたろう 晴雨にかかわらず

実施
よさこい踊り 10：00−10：45 〃 甲州YOSAKOI凛舞増穂 雨天中止
ヒップホップダンス 11：00−11：45 〃 Studio BIGFOOT 〃
消防団梯子乗り 12：00−12：45 〃 富士川町消防団 〃

●お問い合わせ
　産業振興課　観光振興担当　☎22−7202
　大法師さくら祭り実行委員会　☎22−6090
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第
１
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
！

　

1
月
30
日
（
火
）、
第
1
回
目
の

「
男
た
ち
の
ゆ
ず
カ
フ
ェ
夜
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
男
性
介
護
者
8
人
、
く

ぼ
た
内
科
胃
腸
科
医
院
の
窪
田
良
彦

先
生
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
酒
を
酌
み
交
わ
す
中
で
、
普
段

の
介
護
の
様
子
や
悩
み
を
話
し
、「
う

ち
も
そ
う
だ
よ
」
と
参
加
者
同
士
で

気
持
ち
を
共
有
し
て
い
る
場
面
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
初
め
は
参
加
す

る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
け
ど
、
参

加
し
て
良
か
っ
た
」「
楽
し
く
て
良
い

気
分
転
換
に
な
っ
た
」「
定
期
的
に
開

催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

認
知
症
カ
フ
ェ
「
ゆ
ず
カ
フ
ェ
」

「
男
た
ち
の
夜
会
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、介
護
を
し
て
い
る

男
性
が
、日
頃
の
介
護
の
悩
み
を
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
話
せ
る
場
と
し

て
「
男
た
ち
の
ゆ
ず
カ
フ
ェ
夜
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
22
―
8
9
1
1

第 2回
日
時　
4
月
24
日
（
火
）

　
　
　

午
後
6
時
30
分
〜

場
所　
居
酒
屋
ひ
ょ
っ
と
こ（
大
椚
）

会
費　
2
，5
0
0
円
（
飲
食
代
）

〜
参
加
者
の
声
〜

芦
澤
勲
さ
ん
（
最
勝
寺
）

　
私
は
、
98
歳
の
母
を
介
護
し
て

い
ま
す
。
日
中
は
、
妻
が
、
夜
は

私
が
面
倒
を
看
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　
夜
会
に
参
加
し
て
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
窪
田
先
生
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
た
ち
の
お
話
し
を
聞

き
、
多
く
の
人
達
が
母
の
介
護
に

深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
楽

し
く
、
す
が
す
が
し
い
気
分
で
家

に
帰
り
ま
し
た
。

く
ぼ
た
内
科
胃
腸
科
医
院

窪田良彦先生

　
男
性
介
護
者
は
、
介
護
は
お
ろ

か
、
家
事
に
も
不
慣
れ
で
、
仕
事

と
介
護
の
両
立
に
悩
み
、
一
人
で

抱
え
込
む
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
の
実
情
を
知
っ
た
う
え
で
、

今
回
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
ご
自

分
の
介
護
の
様
子
を
明
る
く
話
し

て
い
る
こ
と
に
非
常
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。

　
人
に
話
し
て
み
る
と
同
じ
悩
み

で
あ
る
こ
と
に
ほ
っ
と
し
た
り
す

る
も
の
で
す
。

　
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、

一
度
気
軽
な
気
持
ち
で
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

宝くじ助成金を利用し修繕しました
　上町山車保存会および仲町山車保存会では、財団法人自治総合センターから「平成29年度自治宝くじコミュニ
ティ助成」を受け、山車の修繕整備を行いました。
　この事業は、宝くじの社会貢献事業として、宝くじの受託事業収入を財源として、地域コミュニティの充実、強
化を図るとともに、宝くじの普及広報事業を目的に実施しているものです。

一般コミュニティ助成事業

○上町山車保存会
　上町山車修繕整備
　助成金額　2,500,000円

○仲町山車保存会
　仲町山車修繕整備
　助成金額　2,500,000円

●お問い合わせ
　政策秘書課　企画推進担当
　☎22－7216
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『
食
生
活
改
善
推
進
員
』っ
て
？

　
活
動
内
容
は
、
食
に
関
す
る
こ

と
で
、
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
「
食
生
活
を
改
善
す
る
人
」を
意

味
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
、『
食
』を
通
し
た
地
域

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
会
員
一
人

ひ
と
り
の
知
恵
と
経
験
の
も
と
、
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
「
ピ
ン
ク
色

の
エ
プ
ロ
ン
」
を
着
用
し
、
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

　
活
動
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健
全
な

食
生
活
を
実
践
で
き
る
よ
う
食
育
活

動
に
取
り
組
み
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
の
普
及
や
地
産
池
消
、
食
文
化

の
継
承
な
ど
の
観
点
を
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
食
生
活
改
善
推
進
委
員

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

★
富
士
川
ま
つ
り「
み
み
」提
供

　
お
ま
つ
り
前
日
の
下
準
備
と
当
日

提
供
し
た「
み
み
」を
作
り
ま
し
た
。

★
地
区
ご
と
の
料
理
教
室
開
催

　
親
子
料
理
教
室
や
男
の
料
理
教
室

な
ど
を
開
催
し
、
参
加
者
と
一
緒
に

楽
し
く
料
理
し
ま
し
た
。

　
3
年
生
と
一
緒
に
、郷
土
料
理「
み

み
」
と
特
産
物
を
使
っ
た
「
ゆ
ず
ゼ

リ
ー
」「
青
菜
と
し
め
じ
の
胡
麻
和

え
」
を
作
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
各
地
区
行
事
の
際

の
食
事
や
お
や
つ
提
供
、
愛
育
ま
つ

り
で
の
お
や
つ
提
供
、
ぴ
よ
ぴ
よ
ク

ラ
ブ
で
の
お
や
つ
提
供
と
食
育
教
室

な
ど
の
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
必
要

と
す
る
新
し
い
知
識
の
習
得
や
経
験

が
多
く
で
き
る
よ
う
、
調
理
研
修
会

や
学
習
会
を
定
期
に
開
催
し
、
お
互

い
の
学
び
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
ま

た
、
他
自
治
体
の
食
生
活
改
善
推
進

員
と
の
交
流
や
情
報
交
換
を
積
極
的

に
行
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し

ま
す
。

★
調
理
研
修
会

　
講
師
を
お
招
き
し
、
調
理
研
修
を

行
い
調
理
の
技
術
を
磨
き
ま
し
た
。

★
学
習
会

　
食
事
を
お
い
し
く
作
る
だ
け
で
な

く
、
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た
生
活
習
慣

病
の
予
防
が
で
き
る
食
事
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、「
食
事
」に
つ

い
て
だ
け
で
は
な
く
「
運
動
」
に
つ

い
て
も
学
習
し
ま
し
た
。

★
県
・
峡
南
管
内
学
習
会
へ
の
参
加

　
県
お
よ
び
峡
南
管
内
の
調
理
実
習

や
学
習
会
に
参
加
し
、
他
市
町
村
会

員
と
交
流
し
な
が
ら
、
一
緒
に
学
び

を
深
め
ま
し
た
。

　
今
後
も
『
食
』
を
通
し
た
地
域
の

健
康
づ
く
り
の
た
め
、「
私
た
ち
の
健

康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
さ
ら
に
力

を
入
れ
、
会
員
全
員
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、来
年
度
は
、『
食
文
化
の
伝

承
』
に
特
に
力
を
入
れ
、
郷
土
料
理

を
後
世
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
会
う
機
会

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
見
か
け
た
ら

「
食
改
さ
ん
！
」と
お
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

食
生
活
改
善
推
進
員
の

　
　
　
活
動
を
紹
介
し
ま
す

包丁の使い方も教
えてもらって、お
母さんと料理♪

★
増
穂
商
業
高
校
生
と
の

郷
土
料
理
実
習

▲峡南管内学習会で学んだことを会員に紹介

食改さん！
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非
常
勤
嘱
託
職
員
・

臨
時
職
員
募
集

　
町
で
は
、
次
の
職
種
の
非
常
勤
嘱

託
職
員
お
よ
び
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

◇
採
用
期
間

　
5
月
1
日
〜
平
成
31
年
3
月
31
日

◇
募
集
期
間

　
4
月
2
日
（
月
）
〜
10
日
（
火
）

※
人
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
募
集

期
間
を
延
長
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◇
選
考
方
法　
面
接

◇
お
申
し
込
み

　
履
歴
書
、
資
格
が
必
要
な
職
種
は

資
格
が
わ
か
る
書
類
の
写
し
を
添
付

し
、財
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
健
師

◇
募
集
人
数　
1
人

◇
応
募
資
格

・
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
方

・
概
ね
60
歳
ま
で
の
身
体
健
康
な
方

・
要
普
通
運
転
免
許

◇
業
務
内
容　
保
健
業
務

▼
保
育
士
（
保
育
所
）

◇
募
集
人
数　
3
人

◇
応
募
資
格

・
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

・
概
ね
60
歳
ま
で
の
身
体
健
康
な
方

・
要
普
通
運
転
免
許

◇
業
務
内
容　
保
育
士
業
務

▼
簡
易
水
道
業
務
員

◇
募
集
人
数　
1
人

◇
業
務
内
容　
簡
易
水
道
業
務
（
施

設
点
検
、
水
質
点
検
、
検
針
業
務
、

草
刈
な
ど
）

▼
増
穂
ふ
る
さ
と
自
然
塾

　
施
設
職
員

◇
募
集
人
数　
1
人

◇
業
務
内
容　
ふ
る
さ
と
自
然
塾
施

設
維
持
管
理
、
自
然
プ
ロ
グ
ラ
ム
補

助
な
ど

▼
調
理
員
（
学
校
）

◇
募
集
人
数　
2
人

◇
業
務
内
容　
学
校
給
食
調
理

※
簡
易
水
道
業
務
員
、
増
穂
ふ
る
さ

と
自
然
塾
施
設
職
員
、
調
理
員
の
応

募
資
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
町
内
在
住

・
概
ね
60
歳
ま
で
の
身
体
健
康
な
方

・
要
普
通
運
転
免
許

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
財
務
課　
人
事
給
与
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
1

平
成
30
年
度

『
総
合
健
康
診
査
』申
し
込
み

の
お
知
ら
せ

　
平
成
30
年
度
総
合
健
康
診
査
の
申

し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。
4
月
に
な

り
ま
し
た
ら
世
帯
ご
と
に
『
総
合
健

康
診
査
申
込
書
』
を
送
付
し
ま
す
。

内
容
を
確
認
し
、
忘
れ
ず
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
期
限　
4
月
13
日
（
金
）

◇
提
出
方
法　
同
封
の
返
信
用
封
筒

に
て
郵
送
ま
た
は
福
祉
保
健
課
窓
口

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を
申
し
込

ま
な
い
方
も
、
必
ず
ご
返
送
く
だ
さ

い
。

＊
が
ん
検
診
は
、
対
象
年
齢
で
あ
れ

ば
、
加
入
保
険
に
関
係
な
く
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

＊
『
総
合
健
康
診
査
申
込
書
』
が
届

か
な
い
方
は
、
福
祉
保
健
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

40
歳
以
上
の
方
は
、
年
に
1
度
、
特

定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

お知らせ

Information

1
月
利
用
分

　
町
で
は
、
ゴ
ミ
が
出
な
い
イ
ベ
ン

ト
を
目
指
し
、
洗
浄
し
て
何
度
で
も

使
え
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利
用
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

1/1 大椚区　新年互礼会 100 100 7.70 0.6
1/1〜3 道の駅富士川　ゆず湯サービス 1600 1600 123.20 8.8
1/7 消防団出初式 150 150 11.55 0.8
1/13 大椚区三世代交流会 420 320 24.64 1.8
1/14 青柳四丁目育成会　どんど焼き 200 100 7.70 0.6
1/15 鰍沢剣道スポーツ少年団初稽古　お汁粉会 90 70 5.39 0.4
1/28 最勝寺西の入組　御陀羅尼 175 145 11.17 0.8

合計 2,735 2,485 191.35 14

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
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『
成
人
用（
高
齢
者
）肺
炎
球
菌
』

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
次
の
対
象
者
が
成
人
用

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る

場
合
、
定
期
予
防
接
種
と
し
て
費
用

の
一
部
を
公
費
負
担
し
ま
す
。

【
平
成
30
年
度
の
接
種
対
象
者
】

①
平
成
30
年
度
（
4
月
2
日
〜
翌
年

4
月
1
日
生
）
に
次
の
年
齢
と
な
る

方65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・

90
歳
・
95
歳
・
1
0
0
歳

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る

方＊
①
に
該
当
す
る
方
に
は
、
4
月
中

に
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

＊
②
に
該
当
し
、
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
事
前
に
福
祉
保
健
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
接
種
期
間　
4
月
1
日
〜
平
成
31

年
3
月
31
日

◇
接
種
回
数　
1
回

◇
公
費
負
担　
4
，0
0
0
円（
超
過

分
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

◇
必
要
書
類

・
町
が
発
行
す
る
「
接
種
券
・
予
診

票
」（
紫
色
）

・
健
康
保
険
証

〈
注
意
〉

　
過
去
に
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
（
※
23
価
）
を
摂
取
さ
れ
た
こ
と

の
あ
る
方
は
、
定
期
予
防
接
種
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

※
23
価
…
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
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平
成
30
年
度

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
に
つ
い
て

　

障
害
者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

は
、次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
要
件

①
障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
場
合

②
障
害
者
の
通
学
、
通
勤
、
通
所
ま

た
は
生
業
の
た
め
に
生
計
を
一
に
す

る
方
が
運
転
す
る
場
合

③
障
害
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

の
障
害
者
を
通
学
、
通
勤
、
通
所
ま

た
は
生
業
の
た
め
に
常
時
介
護
す
る

方
が
運
転
す
る
場
合

◇
申
請
期
間

　

4
月
16
日
（
月
）
〜
5
月
18
日

（
金
）

◇
持
ち
物　
申
請
書
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証
、
印

鑑◇
そ
の
他

・
申
請
書
は
税
務
課
窓
口
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

・
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
申
請
期

間
が
過
ぎ
る
と
平
成
30
年
度
分
は
減

免
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
減
免
は
障
害
者
1
人
に
つ
き
1
台

の
み
で
す
。
普
通
自
動
車
と
両
方
で

減
免
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
申
請
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
障
害
の
区
分
・
程
度
に
よ
っ
て
は

該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
住
民
税
担
当

　
☎
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―
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平
成
30
年
度

国
税
専
門
官
募
集

　
適
正
・
公
平
な
課
税
の
実
現
を
目

指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
国
税
専
門
官
と
は
、
国
税
局
や
税

務
署
に
お
い
て
、
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
し
て
法
律
・
経
済
・
会
計
な

ど
の
専
門
知
識
を
駆
使
し
て
適
正
な

課
税
を
維
持
し
、
ま
た
租
税
収
入
を

確
保
す
る
た
め
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

◇
受
験
資
格

・
昭
和
63
年
4
月
2
日
〜
平
成
9
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

・
平
成
9
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

で
、
次
に
掲
げ
る
方

①
大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成

31
年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
方

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

◇
試
験
日

　
第
1
次
試
験　
6
月
10
日
（
日
）

◇
受
付
期
間

　
3
月
30
日
（
金
）
午
前
9
時
〜
4

月
11
日
（
水
）
受
信
有
効

◇
申
込
方
法　
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
の
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

●
お
問
い
合
わ
せ

　
鰍
沢
税
務
署　
総
務
課

　
☎
22
―
3
1
9
1

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
＆

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
開
催

　
お
母
さ
ん
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
と

赤
ち
ゃ
ん
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
が

一
緒
に
行
え
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
の
免
疫
力
ア
ッ

プ
、
便
秘
解
消
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◇
開
催
日　
4
月
23
日（
月
）、5
月

21
日
（
月
）、
6
月
18
日
（
月
）

◇
時
間

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◇
場
所

　

ブ
ル
ー
ア
ー
ス
M
Y
―
B
O
D
Y

富
士
川
（
フ
ォ
レ
ス
ト
モ
ー
ル
内
）

◇
参
加
料　
1
回
1
，0
0
0
円

◇
定
員　
各
日
10
人（
申
し
込
み
順
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
M
Y
―
B
O
D
Y
富
士
川

　
☎
48
―
8
5
0
3

　
生
涯
学
習
課　
社
会
体
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

1 歳未満の赤ちゃ
んがいるお母さん
が対象です
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「
か
じ
か
の
湯
」が
町
直
営
に

　
甲
州
鰍
沢
温
泉
か
じ
か
の
湯
は
、

4
月
1
日
か
ら
町
が
直
接
管
理
・
運

営
し
ま
す
。

　
な
お
、開
館
時
間
お
よ
び
休
館
日
、

利
用
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
と
も
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
9
時

◇
休
館
日

・
毎
週
木
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）

・
年
末
年
始
（
12
月
31
日
〜
1
月
1

日
）

◇
利
用
料

【
町
内
】

・
大
人　
4
3
0
円

・
小
人　
3
3
0
円

【
町
外
】

・
大
人　
6
4
0
円

・
小
人　
4
3
0
円

※
小
人
は
小
学
生
ま
で
。（
小
学
生
未

満
は
無
料
）

◆
甲
州
鰍
沢
温
泉
か
じ
か
の
湯

　
☎
27
―
0
0
0
2

●
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
観
光
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

殿
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

夜
間
照
明
の
L
E
D
化

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成
金
を

利
用
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
夜
間
照

明
設
備
の
L
E
D
化
工
事
を
行
い
ま

し
た
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
利
用
申
込
方
法

　
社
会
体
育
施
設
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
シ
ス
テ
ム
（
や
ま
な
し
く
ら
し

ね
っ
と
）
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
体
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

「
憲
法
週
間
」

裁
判
所
に
行
っ
て
み
よ
う
！

　
甲
府
地
方
裁
判
所
で
は
、「
憲
法
週

間
」
に
お
け
る
広
報
行
事
と
し
て
、

県
内
在
住
の
方
を
対
象
と
し
た
催
し

を
実
施
し
ま
す
。

◇
開
催
日　
5
月
23
日
（
水
）

◇
時
間　
午
後
2
時
〜
4
時

（
受
付
開
始
は
午
後
1
時
30
分
）

◇
場
所　
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

（
甲
府
市
中
央
1
―
10
―
7
）

◇
募
集
人
員　
30
人
（
先
着
順
）

◇
参
加
料　
無
料

◇
申
込
期
間

　
4
月
11
日
（
水
）
〜
25
日
（
水
）

※
土
日
除
く
。

※
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
次
第
受
付

終
了

◇
申
込
方
法　
電
話
に
よ
る

◇
内
容

①
裁
判
所
広
報
用
D
V
D
上
映

②
裁
判
所
庁
舎
内
の
見
学

③�

裁
判
所
・
検
察
官
・
弁
護
士
の
仕

事
な
ど
の
説
明

④
質
疑
応
答

⑤�

法
定
見
学
お
よ
び

写
真
撮
影

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
裁
判
所　
事
務
局

　
総
務
課　
庶
務
係

　
☎
0
5
5
―
2
3
5
―
1
1
3
3

健
康
・
福
祉
関
連
情
報
番
組

の
放
送
が
始
ま
り
ま
す

　
町
で
は
、保
健
師
や
栄
養
士
な
ど
、

町
職
員
に
よ
る
健
康
や
福
祉
に
関
す

る
情
報
番
組
を
4
月
か
ら
富
士
川

C
A
T
V
に
お
い
て
放
送
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
日
々
の
健
康
づ
く
り
に
役

立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
番
組
名

　
富
士
川
町
健
康
い
き
い
き
情
報

◇
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
富
士
川
C
A
T
V
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
11
C
H
）

◇
放
送
時
間

　
毎
日
午
前
9
時
〜
・
午
後
9
時
〜

　
1
回
15
分

●
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

◇
開
設
ク
ラ
ブ

●
サ
ッ
カ
ー

　
場
所　
鰍
沢
小
学
校
運
動
場

　
第
1
・
3
日
曜
日　
午
前
9
時
〜

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
場
所　
中
部
運
動
場

　
毎
週
水
曜
日　
午
前
9
時
〜

　
場
所　
富
士
川
ふ
れ
あ
い
公
園

　
毎
週
日
曜
日　
午
後
1
時
30
分
〜

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
場
所　
大
法
師
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
第
1
・
3
日
曜
日　
午
前
9
時
〜

●
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

　
場
所　
鰍
沢
中
体
育
館　
格
技
場

　
第
2
木
曜
日
・
第
4
水
曜
日

　
午
後
7
時
30
分
〜

●
木
曜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
場
所　
鰍
沢
中
体
育
館
前
か
ら

　
毎
週
木
曜
日　
午
前
9
時
〜

◇
開
催
教
室

●
健
康
リ
ズ
ム
体
操

　
場
所　
町
民
会
館
、
高
齢
者
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー

●
ヨ
ガ
教
室

　
場
所　
町
民
会
館

※
随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
教
育
委
員
会
内
）
☎
22
―
5
3
6
1

平
成
30
年
度

　
　
　

会
員
募
集
！

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

平
成
30
年
度

　
　
　

会
員
募
集
！
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市民農園利用者募集市民農園利用者募集
　町では、町民の皆さんに野菜や花などの栽培に親しんでもらうため市民農園の貸し出
しを行っています。今回、次の1区画を募集します。ただし、現在の農園利用者（その
方の属する世帯員を含む）は応募できません。（募集から1か月経過後も応募がない場合
は、既利用者の申し込みを受け付けます。）

◇募集場所	 長澤農園1区画（区画番号⑤）
◇募集開始	 4月10日（火）
	 午前8時40分〜50分（抽選）
　※この時間で利用者が決まらない場合は、以降先着順となります。
◇申込方法	 農業委員会へお越しのうえ、お申し込みください。
◇貸付期間	 平成31年3月31日まで（更新可能）
◇1区画（50㎡）賃料　年額2,000円（年度途中の場合は月割り残額）
◇対 象 者	 町内在住の方または団体

●お申し込み・お問い合わせ
　農業委員会事務局（産業振興課内）　☎22−7202

春季ソフトテニス教室
　ソフトテニス部員が、初級者から上級者の方まで、やさしく指導しますので、
ぜひ、この機会に参加してみませんか。

◇日　　程	 5月12日（土）・19日（土）・26日（土）・6月2日（土）　4日間
◇時　　間	 午後8時〜9時30分
◇内　　容	 開講式・フォアハンド・バックハンド・サービス・レシーブ・ゲーム・閉講式
◇対　　象	 小学4年生以上
◇場　　所	 利根川公園テニスコート
◇参 加 料	 1,000円（開講式で徴収します）
◇申込方法	「氏名・性別・年齢・住所・連絡先・ラケットの有無」
	 を電話またはFAXでお申し込みください。
◇締め切り	 4月25日（水）
◇そ の 他	 ・雨天中止の際に連絡の取れる電話番号をお願いします。
	 ・雨天の場合は、翌週に順延します。
	 ・コートを傷めないシューズでお願いします。
	 ・傷害保険に加入します。なお、当日のお申し込みは、各自で傷害保険に加入していただきます。

●お申し込み・お問い合わせ　生涯学習課　社会体育担当　☎22−5361　FAX 22−5392

県道 42号線

区画番号

親子でも参加できます。
一般の方もお待ちして
います！

参加者
募集！
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フ
ォ
レ
ス
ト

モ
ー
ル
富
士
川

道
の
駅
富
士
川

倉庫

ふ
じ
か
わ
協
業

組
合
事
務
所

　
2
月
25
日（
日
）、お
寺
の
住
職
で

あ
り
、
県
内
外
の
図
書
館
支
援
を

行
っ
て
い
る
小
林
是
綱
氏
を
お
招
き

し
、『「
人
口
減
」
と
「
人
情
減
」
〜

国
家
と
行
政
・
家
庭
の
あ
り
方
』
と

題
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
人
口
減
少
に
よ
る
日
本
の
未
来
は

2
年
後
（
2
0
2
0
年
）

　
女
性
の
過
半
数
が
50
歳
以
上
に

15
年
後
（
2
0
3
3
年
）

　
全
国
の
住
宅
の
1
／
3
が
空
き
家

に22
年
後
（
2
0
4
0
年
）

　
自
治
体
の
半
数
が
消
滅

限
界
集
落
は
他
人
事
で
は
な
い
！

◇
子
育
て
に
つ
い
て

・
子
育
て
は
男
も
女
も
、
更
に
祖
父

母
、
き
ょ
う
だ
い
、
親
戚
の
者
が
力

を
合
わ
せ
て
自
然
に
行
う
共
同
作
業

で
あ
る
。
相
和
（
あ
い
わ
）
し
て
生

き
る
こ
と
が
一
番
の
幸
福
。

・
親
が
子
ど
も
に
伝
え
て
い
く
こ
と
。

「
天
知
る　
地
知
る　
我（
わ
れ
）知

る　
子
（
し
）
知
る
」
な
ど
。

環境担当です
こんにちは！

　
例
年
4
月
中
旬
に
町
内
一
斉
水
路

清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇
日
程　
4
月
22
日
（
日
）

※
雨
天
中
止
、
小
雨
決
行

※
中
止
の
場
合
は
、
当
日
の
午
前
5

時
45
分
に
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◇
搬
入
時
間

　
午
前
7
時
〜
9
時
30
分

※
実
施
場
所
や
方
法
な
ど
は
、
各
地

区
で
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
注
意
事
項

・
土
砂
（
ヘ
ド
ロ
）
は
、
水
を
切
り

道
路
に
落
ち
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

・
土
砂
以
外
は
、
絶
対
に
持
ち
込
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
消
火
栓
を
使
用
し
て
水
路
を
清
掃

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
搬
入
時
間
を
必
ず
お
守
り
く
だ
さ

い
。

「人口減少社会」の
未来は…？

富士川町
男女共同参画推進委員会

町民生活課　生活環境担当　☎22−7209
Vol.18

《
参
加
者
の
声
よ
り
》

・
と
て
も
内
容
が
わ
か
り
や
す

か
っ
た
で
す
。
小
林
先
生
の
講
座

を
連
続
講
座
と
し
て
ほ
し
い
で
す
。

・
具
体
的
事
例
を
示
し
て
説
明
し

て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
興
味
深
く

お
聞
き
し
ま
し
た
。

・
万
葉
の
時
代
か
ら
「
子
育
て
は

親
の
責
任
」。声
を
大
に
し
て
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
よ
り
多
く

の
方
に
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
内

容
で
し
た
。

・
情
が
薄
く
な
っ
た
状
況
は
最
近

特
に
感
じ
ま
す
。
そ
の
辺
り
の
お

話
に
好
感
を
覚
え
ま
し
た
。

・
今
日
の
お
話
を
聞
い
て
、
今
後

地
域
の
た
め
、
自
分
の
た
め
に
役

立
た
せ
た
い
。

・
小
林
先
生
の
素
晴
ら
し
い
話
術

と
と
も
に
、
日
本
の
現
状
と
世
界

の
情
勢
が
よ
く
わ
か
り
感
動
し
ま

し
た
。

町
内
一
斉
水
路
清
掃
に

　
ご
協
力
を

　
　
お
願
い
し
ま
す

土砂置き場が変わります
　土砂置き場が、ふじかわ協業組合北側の町有地（地
図参照）に変わりますので、お間違いのないようお願
いします。
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こ
の
期
間
は
、
自
閉
症
を
は
じ
め

と
す
る
発
達
障
害
に
つ
い
て
理
解
す

る
こ
と
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
害
者
支
援
法
に
お
い
て

『
発
達
障
害
』
は
、「
自
閉
症
、
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
そ
の
他
の
広
汎
性

発
達
障
害
、
学
習
障
害
、
注
意
欠
陥

多
動
性
障
害
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

脳
機
能
の
障
害
で
あ
っ
て
そ
の
症
状

が
通
常
低
年
齢
に
お
い
て
発
現
す
る

も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
上

図
の
よ
う
に
、
障
害
ご
と
の
特
徴
が

そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
重
な
り
合
っ
て

い
る
場
合
も
多
く
、
障
害
の
種
類
を

明
確
に
分
け
て
診
断
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
今
回
は
『
自
閉
症
』
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
自
閉
症
は
、「
常
に
自
分
の
殻
に
閉

じ
こ
も
っ
て
い
る
状
態
」
と
考
え
ら

れ
た
り
、「
親
の
育
て
方
が
原
因
で
は

な
い
か
」
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
正
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
脳
の
発
達
の
違
い
か
ら
、
他
人

の
気
持
ち
や
感
情
を
理
解
す
る
こ

と
、
言
葉
を
適
切
に
使
う
こ
と
、
新

し
い
こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
な
ど
が

苦
手
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
般
的
な
『
常
識
』
と
思
わ
れ
る
こ

と
を
身
に
つ
け
る
の
も
苦
手
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
ま
じ
め
に
取
り
組
ん

で
い
て
も
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
人
混
み
や
大

き
な
音
、
光
な
ど
の
刺
激
に
対
し
て

過
敏
に
反
応
す
る
特
徴
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
脳
の
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
発
達
の
た
め
、
周

囲
の
人
達
に
は
理
解
で
き
な
い
行
動

を
と
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

特
徴
の
あ
る
方
に
は
、
分
か
り
や
す

い
言
葉
を
使
い
、
短
い
表
現
で
説
明

を
し
た
り
、
写
真
や
絵
を
添
え
て
説

明
す
る
こ
と
で
理
解
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　
子
育
て
支
援
課
で
は
、
発
達
面
で

気
に
な
る
お
子
さ
ん
の
相
談
も
行
っ

て
い
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
母
子
保
健
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

今月は子育て支援課
横内保健師が担当です

［2月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

富士川町児童センター建築主体工事 最 勝 寺 317,600,000 三井建設工業・昭和建設工業JV

富士川町児童センター電気設備工事 最 勝 寺 42,300,000 ㈱ 大 成 電 気

富士川町児童センター空調設備工事 最 勝 寺 42,300,000 ㈲ 石 井 住 宅 設 備

富士川町児童センター給排水設備工事 最 勝 寺 29,780,000 ㈲ 梶 本 管 工

勤怠管理システムリース 天 神 中 條 （月額）133,580 NECキャピタルソリューション㈱
西東京支店

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

それぞれの障害の特性

広汎性発達障害

注意欠陥多動性障害 AD/HD
●不注意（集中できない）
●多動・多弁（じっとしていられない）
●衝動的に行動する（考えるよりも先に動く）

学習障害 LD
●�「読む」、「書く」、「計算する」等の能力が、
全体的な知的発達に比べて極端に苦手

知的な遅れを
伴うこともあ
ります

●言葉の発達の遅れ
●コミュニケーションの障害
●対人関係・社会性の障害
●パターン化した行動、こだわり

●基本的に、言葉の発達の遅れはない
●コミュニケーションの障害
●対人関係・社会性の障害
●パターン化した行動、興味・関心のかたより
●不器用（言語発達に比べて）

※�このほか、トゥレット症候群や吃
きつ

音
おん

（症）なども
発達障害に含まれます。

　
4
月
2
日
は
『
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
』、4
月
2
日
か
ら
8
日
は『
発

達
障
害
啓
発
週
間
』
で
す
。

自 閉 症

アスペルガー症候群

健
康
い
き
い
き
情
報

〜
「
発
達
障
害
」
に
つ
い
て
理
解
し
よ
う
！

『
自
閉
症
』
の
特
徴
〜
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ふ
じ
か
わ
文
芸

　国民栄誉賞を受賞した将棋の羽生善治氏と囲碁の井山裕太氏に記
念品として贈られた「雨畑硯」を制作した硯作家の 宮さんにお話
を伺いました。

■いつ頃、制作の依頼があったのですか？
　1月初旬に内閣府から連絡があり、国民栄誉賞の記念品として硯
の制作をしてほしいと依頼がありました。
■依頼を受けたときの心境は？
　最高の材質を使い、今の自分の最高のものを作ろうと思いました。
■どのようなデザインにしましたか？
　羽生さんの硯は、将棋の駒の形をかたどり、井山さんのものは碁
盤をあしらったデザインとしました。

■硯とはどのようなものだと考えますか？
　墨を磨るためだけの道具ではなく、墨を磨りながら心を落ち着か
せ、自分の心と向き合うための道具ですね。自分の心と向き合うた
めの「精神の器」だと考えています。
■今後は？
　作品の深みは精神の深みと一緒で自分自身が反映されます。どん
なに目立たなく、小さなものであっても日本文化を支えているとい
うプライドを持ち、自分自身を高めながら、これからも硯を追及し
ていきたいですね。また硯を中心とした墨の文化をアピールするよ
うな活動もしていきたいと思っています。

【
短　

歌
】

リ
ハ
ビ
リ
室
に
夫
と
並
び
首
を
吊
る
金
婚
式
は
来
年
の
春

	

仙
洞
田
紀
子

冬
越
し
の
睡
蓮
の
鉢
の
赤
き
芽
を
朝
夕
の
ぞ
く
正
月
三
日

	

内
田　

文
惠

華
や
か
に
袖
振
る
二
十
歳
の
乙
女
た
ち
桜
の
蕾
固
く
春
待
つ

	

田
中　

和
子

【
川　

柳
】

夢
幾
つ
明
日
へ
描
く
ワ
ン
ル
ー
ム	

諸
⻆　

和
夫

富
士
さ
く
ら
イ
ン
ス
タ
映
え
の
お
ら
が
町	

山
本　
　

泉

会
話
あ
る
温
い
家
族
に
あ
る
呼
吸	

望
月
美
代
子

〜国民栄誉賞の記念品
「雨畑硯」を制作〜

宮弥太郎さん（中部）

深沢幸雄追悼展
　富士川町名誉町民で平成29年1
月2日に急逝された銅版画家の深沢
幸雄氏を偲びながら偉大なるその足
跡を辿るべく、追悼展を次のとおり
開催します。

5月 2日（水）〜11日（金）
午前9時 30分〜午後5時
ますほ文化ホール
入場無料
※7日（月）は休館

●お問い合わせ
　生涯学習課　社会教育担当
　☎22－5361
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中学校卒業証書授与式保育所修了式

富士川町ふるさと劇団が熱演

クラフトフェスタを開催

災害時医療救護訓練を実施

　3月 13日（火）、
増穂中学校と鰍沢中
学校において、卒業
証書授与式が行われ
ました。校長先生か
ら卒業生一人ひとり
に卒業証書が手渡さ
れ、中学校生活 3年
間の思い出を胸に、
夢や希望に向かって
学び舎を巣立ってい
きました。

　3月 7日（水）か
ら 15 日（木）にか
けて、各町立保育所
において、修了式が
行われました。
　第2保育所では、
一人ひとり保育証書
を受け取ると、お父
さん、お母さんの前
で将来の夢を発表し
ました。
　また、歌の発表で
は感極まって涙する
子どもたちの姿も見
られました。

　吉本興業と町民有
志が結成した「富士
川町よしもとふるさ
と劇団」が、2月 25
日（日）、ますほ文化
ホールにおいて公演
を行いました。
　町民とお笑い芸人
22人が出演し、町内
を舞台にしたオリジ
ナルストーリーに会
場は大きな笑いと拍
手に包まれました。

　3月 3日（土）、中
部体育館などにおい
て、クラフトフェス
タinKYONANが開
催されました。
　峡南地域で活躍す
るクラフト作家や伝
統工芸作家の作品展
示のほか、アクセサ
リーや革細工などの
体験教室が行われ、
参加者はそれぞれ思
い思いの作品を作り
ました。

　2月 24日（土）、
富士川病院におい
て、東海地震を想定
した災害時医療救護
訓練を実施しまし
た。訓練では、医師
らが病院に搬送され
る負傷者の重症度を
判定し、治療の優先
順位をつけるトリ
アージ訓練などを行
い、災害時の医療救
護体制の強化を図り
ました。

琴と茶道の成果を発表
　2月 24日（土）、
町民会館において、
「伝統文化子ども教
室発表会」が行われ
ました。
　「おことくらぶ」と
「茶道教室」に所属す
る子どもたちが、琴
と茶道の練習の成果
を発表しました。

▲鰍沢中学校

▲増穂中学校▲第 2保育所
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出
し
て
く
だ
さ
い
。（
要
項・申
込
用

紙
は
事
務
局
窓
口
で
直
接
受
け
取
る

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。）

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

太
鼓
芸
能
集
団　
「
鼓
動
」

交
流
公
演

■
4
月
14
日
（
土
）
発
売
開
始
！

　
新
潟
県
佐
渡
を
拠
点
に
活
躍
す
る

世
界
的
太
鼓
芸
能
集
団
「
鼓
動
」
が

贈
る
、三
世
代
が
一
緒
に
楽
し
め
る
、

和
太
鼓
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。

◇
開
催
日　
5
月
27
日
（
日
）

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時

◇
入
場
料
（
全
席
指
定
）

・
一
般

　
前
売
券　
3
，0
0
0
円

　
当
日
券　
3
，5
0
0
円

・
友
の
会
会
員

　
2
，8
0
0
円

・
中
学
生
以
下

　
前
売
券　
1
，5
0
0
円

　
当
日
券　
2
，0
0
0
円

【
募
集
情
報
】

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
文
化
ホ
ー
ル
自
主
文
化
事
業
に
お

手
伝
い
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

運
営
に
興
味
の
あ
る
方
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
活
動
内
容

①
イ
ベ
ン
ト
活
動

　
自
主
公
演
の
入
場
券
の
も
ぎ
り
、

案
内
、
舞
台
補
助
な
ど

②
平
日
サ
ポ
ー
ト
活
動

　
平
日
の
文
化
ホ
ー
ル
で
の
簡
単
な

業
務
補
助

◇
条
件　
町
内
お
よ
び
周
辺
地
域
在

住
の
20
歳
以
上
の
方
（
経
験
不
問
）

◇
期
間　
平
成
31
年
3
月
ま
で

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
き
、
無

報
酬
で
す
。

※
登
録
者
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

保
険
に
加
入
し
ま
す
。

（
保
険
料
は
、文
化
ホ
ー
ル
で
負
担
し

ま
す
。）

【
貸
館
の
お
知
ら
せ
】

平
成
30
年
9
月
分
の
貸
館
受
付

◇
開
始
日　
4
月
3
日
（
火
）
午
前

9
時
30
分
に
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。

　
以
降
は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

「
春
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

出
店
者
募
集

　
4
月
29
日
（
日
祝
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
2
時
開
催
の
「
春
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
出
店
者
を
募
集
し

ま
す
。

　
押
し
入
れ
に
眠
る
不
要
な
衣
類
や

雑
貨
、
家
庭
菜
園
で
採
れ
た
野
菜
、

自
慢
の
ク
ラ
フ
ト
作
品
な
ど
を
販
売

で
き
ま
す
。

◇
募
集
内
容
と
販
売
場
所

・
一
般
フ
リ
マ
系　
文
化
ホ
ー
ル
庭

園
芝
生
内

・
フ
ー
ド
系　
文
化
ホ
ー
ル
駐
車
場

◇
募
集
区
画
数　
50
区
画

◇
出
店
料　
1
，0
0
0
円（
1
区
画

3
m
×
3
m
）

◇
対
象　
個
人・グ
ル
ー
プ
、
プ
ロ・

ア
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、露

店
商
は
対
象
外
と
し
ま
す
。）

◇
締
め
切
り

・
フ
ー
ド
系
出
店　
4
月
6
日（
金
）

午
後
5
時

・
そ
の
ほ
か
の
出
店　

4
月
20
日

（
金
）
午
後
5
時

◇
応
募
方
法　
募
集
要
項
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
所
定
の
用
紙
に
ご
記
入

の
う
え
、
文
化
ホ
ー
ル
事
務
局
に
提

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
Mail  info@fbkh.jp

「スタインウェイ」を弾こう♪
　ピアノの最高峰スタインウェイを弾
いてみませんか。

◇利用料　30分1,080円
◇対　象　�小学生以上（小学生は保護

者の同伴が必要です）
※事前の申し込みが必要です。

ますほ文化ホール

NEWS
ますほ文化ホール
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税金は納期限内に納めましょう !!
町税・国民健康保険税の滞納処分の状況をお知らせします

〜 年間差押件数が 180 件突破 〜
滞納処分等の件数　【期間：H29.4.1〜H30.2.28】� ［単位：件 ※（　）内は2月増加分］

財産差押　計180（＋20）
捜索 公売 タイヤロック

預貯金 保険・共済 その他
147（＋17） 25（＋3） 8（0） 5（0） 5（0） 5（0）

◆4月のホームゲーム（山梨中銀スタジアム・小瀬）
・  7日（土）　14：00　VS　水戸ホーリーホック
・14日（土）　14：00　VS　松本山雅FC
・28日（土）　18：00　VS　ジェフユナイテッド千葉

〜本や人との出合いを大事にしましょう〜

4 月 23 日　大切な人に本を贈る
『サン・ジョルディの日』（世界本の日）

『AX』伊坂幸太郎著
『かがみの孤城』辻村深月著
『たゆたえども沈まず』原田マハ著

『星の子』今村夏子著　　『騙し絵の牙』塩田武士著
『屍人荘の殺人』今村昌弘著
『盤上の向日葵』柚月裕子著
『キラキラ共和国』小川糸著
『百貨の魔法』村山早紀著
『崩れる脳を抱きしめて』知念実希人著

【テレビ化】4月スタート！
原作『正義のセ』阿川佐和子著
　　日本テレビ系　水曜午後 10：00〜
原作『ブラックペアン 1988』海堂尊著
　　TBS　日曜午後 9：00〜

『不倫のオーラ』林真理子著
『ウィステリアと三人の女たち』川上未映子著
『草薙の剣』橋本治著　　『庭』小山田浩子著
『爽年』石田衣良著　『凶犬の眼』柚月裕子著
『わたし、定時で帰ります』朱野帰子著

めくる　めくる　読書を！

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　10 万円　仙洞田宏様（青柳町）
　「亡父　勇様のご遺志により町の振興のために」

戸籍の窓
自 2月 1日　至 2月 28 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	最　勝　寺	 大塩　唯人	（ゆいと）	 男	 高　平
	小　　　林	 山本　心春	（こはる）	 女	 憲　司
	鰍　沢　北	 矢﨑　瑶太	（ようた）	 男	 俊　樹

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	小　　　林	 秋山　隆文	 仁　美	 （ 菅 井 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	天 神 中 條	 長 たみよ	 99	 泰　　夫
	 〃	 名執　健三	 96	 　　男
	 〃	 長澤ふしこ	 81	 賢
	 〃	 市川　浦子	 88	 治　　宏
	大　久　保	 杉田金治郎	 98	 洋　　一
	長　　　 	 浅野のり子	 89	 敬　　次
	 〃	 齊藤 るゑ	 94	 山崎久也
	 〃	 小池　正美	 94	 美　　彦
	 〃	 齊藤　 子	 90	 洋　　子
	 〃	 依田一二三	 86	 保
	 〃	 入倉　末子	 76	 治　　彦
	大　　　椚	 安藤惠美子	 59	 勝
	 〃	 仙洞田き 子	 101	 俊　　
	青　柳　町	 澤登　康雄	 88	 は る 子
	穂　　　積	 井上　敏雄	 83	 謙　　吾
	鰍　沢　中	 深沢　妙子	 87	 常　　夫
	鰍　沢　南	 馬場　豊助	 87	 千葉　守
	 〃	 杉山　英夫	 93	 清
	五　　　開	 望月かな江	 96	 正　　幸

ひとのうごき（ 3月 1日現在）

人　口	 15,441 人	 （− 12）
　男	 7,532 人	 （−   1）
　女	 7,909 人	 （− 11）
世　帯	 6,319 戸	 （＋   8）	 ※ (　) 内は対前月比

スタジアムで応援しよう！

めくる　めくる　読書を！

新刊案内

陽気な春

大賞は
どの作品に!?
4月10日発表!
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4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

詳し
くは
こち
ら

富士川町　アイドル

遠藤　愛
あい
瑠
る

ちゃん
（平成 26年 2月・長澤）
父　郁弥さん・母　栞さん

加瀨　稜
りょう
真
ま

くん
（平成 29年 1月・青柳町）
父　正則さん・母　雪乃さん

大森　美
み
侑
ゆ

ちゃん
（平成 29年 7月・長澤）

父　賢二さん・母　美紀子さん

　おませさんの愛ちゃん♪
お化粧することとヴァン
フォーレがだいすきっ♡

　お姉ちゃん、お兄ちゃんに
いっぱい可愛がってもらって
嬉しいね。家族みんな稜真の
ことが大好きだよ☆

　よく笑い、よく食べ、よく
寝る美侑です。明るく優しい
女の子になってね♪

青栁　　英
はな

ちゃん　6歳（鰍沢中）

富士川町公式Facebook 無
料
ア
プ
リ

広報ふじかわがスマホで
見られます。
App Store、Play ストア
で「マチイロ」と検索。

　

紙か
み

皿ざ
ら

で
ひ
な
祭ま
つ

り
の
リ
ー
ス
を
作つ
く

り

ま
し
た
。
お
ひ
な
さ
ま
の
髪か
み

を
描か

く
の

が
難む
ず
かし
か
っ
た
け
ど
、
か
わ
い
く
で
き

て
嬉う
れ

し
い
で
す
♡

富士川町 Facebook

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
役
場
／
政
策
秘
書
課

〒
400−

0592　
電
話
（
0556）

22−7216


